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1 2 3 4 5 6

1 木造⸃立ീ ◎ ●
大津八幡神社⸆ᖌ堂にᏳ置され、⸆ᖌዴ᮶ീの୧⬥付として᪥光・᭶光⸃ീがఏえられている。現在は赤穂市立Ṕ
ྐ༤物館に寄クされている。市指定文化財。

2
木造ὸ野赤穂⸬ᆘീ
(付)པ子3基

◎ 5 6 ● ●

ὸ野家ึ代より三代にいたる⸬の木造ᆘീである。3㌤の⸬ീは、その᙮成及び表現から江戸期の⫝̸ീ᙮้とし
てはెసであり、ி㒔の仏ᖌస家のᡭによってไసされたことが推定される。ไస時期は18世⣖後༙頃と考えられる。
市指定文化財。

3
木生谷三ᐆⲨ神社
⩏ኈ画ീ図絵馬
(付)≌馬図絵馬1面

◎ 6 ● ●

⩏ኈ画ീ図絵馬は、ᅄ十ኈにⴛ野三平ീをຍえた計48面あり、大石内ⶶ助、⛯の2面は大きめのものとなってい
る。大石内ⶶ助Ⰻ㞝ീ、大石⛯Ⰻ㔠ീ、ⴛ野三平ീには絵ᖌである法橋長Ᏻ⩏ಙのⴠḰが見られ、内ⶶ助ീには
ዊ納時期を示す「慶応ඖ(1865)எଢ଼季᭶」の年グをㄞみ取ることができる。また絵馬にはዊ納者の名前がグされてお
り、三Ꮿ源兵⾨をはじめとする木生谷及び周辺の在ఫ者名や集ᅋ名が見られる。市指定文化財。

4 ᬺ法⟬㢠絵馬 ◎ ●

大津村庄屋であったฟ口屋・田文治がᐶᨻ3(1791)年9᭶に大津八幡神社にዊ納したṔ法⟬㢠絵馬。⟬㢠絵馬は、
江戸時代の和⟬の水‽を示すものとして高いホ౯をᚓている。このうちᬺ法をグした絵馬は珍しく、国に4しか☜ㄆ
されておら䛪、当絵馬は最古のものである。市指定文化財。

5
┿光寺旧ⶶ・
ᰘ原家文᭩

◎ 30 ●
西ሷ田最大のሷ業者で、近世において赤穂⸬の御ⶶඖ役として⸬財ᨻの一⩼をᢸい、代々ሷ屋村大庄屋を世くし
ていたᰘ原家䜖かりの古文᭩類。市指定文化財。

6 ሷ屋㜿ᘺ㝀堂の三地ⶶ ● 6 30 ● ●
ா保5(1720)年にሷ屋村と有年村との間で㉳こった山ㄽの≛≅者3名をംんでா保5(1720)年に建立された3体の㜿ᘺ
㝀ዴ᮶ീ石仏。「山බ事の地ⶶ」ともいう。

7 横谷地ⶶ ● 6 27 ●

横谷は山を㝸てて高㞝地区┿Ẋへつながる谷をゝい、ሷ屋にはも「まとの㉺え」というゝ葉が残っている。その山道を
見Ᏺるように建てられているのが横谷地ⶶで、高さ66䟛、㖭文には大正8(1919)年に造られたことが้まれている。『播ᕞ
赤穂郡ᚿ』には赤穂の名所として「御ᓮの、横谷の流れ、⯆ᑡなから䛪」というゝ葉がఏわる。㞼ⅆ↝の創始者・大ᓥ
㯤谷は㞞号を横谷の木೫をとって㯤谷とした。平成16（2004）年に地ⶶ堂建᭰え。

8 水筋戸␒地ⶶ ● 6 28 ●

地ⶶ⸃が5体Ᏻ置されている。ሷ屋ん台の善ྑ⾨門が慶応3(1867)年、戸を᥀り当てた。地ⶶは戸のᏲりᮏᑛ
で、ഐらには石ᯟで組まれた戸が残り、現在でも清水がきฟているという。旧赤穂上水道の戸ᓥ用水にも接してい
る。

9 ሷ屋大地ⶶ ● 6 ●

ᐶ保2(1742)年に流行病の発生により㡿内で270人がṚஸし、病㨱㏥ᩓと使者の㟋を៘めるため、大地ⶶ建立を赤穂⸬
に㢪いฟ、35年後のᏳỌ6(1777)年にㄆめられ建立されたという。台石にはᐶ保2（1742）年の㖭が見られる。ඖは名ᓮ
の三(ⅆⴿ場)にあったが、赤穂市ᩪ場設立に㝿し現在地に移された。

10 ハブ池地ⶶ ● 6 ●
地ⶶにはኳ保11(1840)年の㖭が้まれており、⁒Ṛ者౪養のために建立された。昭和の頃、一つだけ山上にあるのを
ྍယと考えた村人が移したものであるという。

11
㌺家地ⶶ
(子ᤵけ地ⶶ)

● 6 ●

昔大津川にかかる橋が流され、水ᐖの根⤯を㢪って造立された地ⶶ。後にこの地ⶶの前に陽根の形をした石が置か
れ、触れると子をᤵかるとゝわれ「子ᤵけ地ⶶ」としてಙ௮された。基♏石には昭和10（1935）年のグ㍕があるが、ീと石
ᮦが␗なる。

12
十㌺家地ⶶ
(ṑの地ⶶ)

● 6 ●
大津川のᕥ岸の土ᡭの上にᏳ置されている。いつのころからがṑ③にຠくとされ「ṑの地ⶶさん」としてಙ௮を集めてい
る。台石にはᏳᨻ4(1857)年の㖭があるが、ീと石ᮦが␗なる。

13
㌺家地ⶶ
(目の地ⶶ)

● 6 ●

大津川改ಟᕤ事の㝿、一体の地ⶶがᇙまっていたのを引き上げて堂を建て、村のᏲりᮏᑛとしたが、まもなく村に大ⅆ
事があり、村人は水の中にいた地ⶶさんが、㝣に揚げられてᬬくてᛣったのだろうとということで、堂を取り外した。以㝆、
㌺家にⅆ事は㉳こらなくなったという。では「屋根なし地ⶶ」「目の地ⶶ」としてぶしまれている。ᐶᨻ11(1799)年の㖭
あり。

14 㤳ሯ地ⶶ(清水) ● 6 35 ●

⯪渡橋からᑡし北西に行ったところに「㤳ሯ地ⶶ」と呼ばれる地ⶶがᏳ置されている。役人となったᘵが┐㈫ᅋのを
ᤕらえ、ᾦながらにこの地で㤳をอねた。これをれんで村人が建てたのがこの地ⶶであり、㤳から上の病Ẽを治⒵す
るとされている。（赤穂の昔話）

15 道しるべ地ⶶ(清水) ● 6 27 ●

道ᶆを台石に転用した地ⶶᑛ。「川こしうね道」とは大津川を渡り、有年に通じる道のことを指し「び䛬ん道」とは帆坂峠
を㉺えて備前に至る備前街道を指す。道ᶆはもと備前街道のഐに南を向いて立っていたと思われる。この道ᶆには文
化11（1814）年の㖭が入っているが、ീと石ᮦは␗なる。

16 大津奥三跡地ⶶ ● 6 ●

䝇ク䝰ሯの〈の田地の一ゅに、奥大津の三跡があり、✜やかな㢦をした地ⶶがᏳ置されている。村人が有年の石ᕤ
に౫㢗して造らせたところ、౫㢗者の㢦そっくりの地ⶶとホุになったというゝいఏえがある。台石には明治4(1871)年の
㖭があるが、ീと石ᮦが␗なる。

17 地ⶶ(帆坂) ● 6 ● ᐶᨻ5（1793）年に造立された、ീ高105䟛の᙮り立ീ。Ṋኈが建立したとఏわる。

18 大津ⶶ地横池内の ● 6 ● 大津の。ീ立のり᙮⫗༙る測を䟛14高ീ、たれら♭に堂の横池内の

19 地ⶶ(高山㟋園) ● 6 ● 高山㟋園内にあるா保9（1724）年造立の᙮りᆘീ。このほか1体の᙮り地ⶶがある。

20 地ⶶ(向山) ● 6 ●
木生谷向山にある、ീ高33䟛の᙮りᆘീ。台石にはᐆỌ（1705）年の㖭があるが、ീと石ᮦが␗なる。このほか1体
の地ⶶがある。

21 村中地ⶶ ● 6 ●

かつて流᭶ᗡに大小2体の地ⶶが夫፬地ⶶと呼ばれていた。木生谷に地ⶶがないことを៧いたᗡが「Ṕ世ሪ」と้ま
れた石を台座とし、大きい方の地ⶶを与えたのがこの地ⶶという。木生谷橋のたもとに♭られていたが、大津川の改
ಟ時、昭和46(1971)年に現在地に移転。

22 ᒃ村観㡢 ● 6 ●

新田ᒃ村の山〈に♭られた石仏で、江戸時代ᮎ期、眼病の旅人が戸水でὙ眼し治⒵したことにឤㅰし建立。土地の
人々は眼病にຠく「地ⶶ」として♭ったが、昭和28(1953)年、堂Ᏹ改ಟ時のㄪᰝで、地ⶶ⸃ീではなく観㡢⸃ീで
あることがุ明。毎年4᭶18᪥にはಙ者一同が集まり法せをႠむ。

23 ⅲ谷観㡢 ● 6 ●

ኳ長年間(824～834年)に、ᘯ法大ᖌ空海が2体の観㡢ീを石に้んだとఏわる。その㝿、1体は㨶౪養のために海へ、
1体は鳥獣౪養のために山へᇙめられたという。堂内にはീ高約50䟛の自然石の⛎仏があり、ா保15（1730）年の「由
᮶᭩」にグ㍕されている。

24 西の観㡢様 ● 6 ●

ሷ屋北␁のྑ⾨門が、ክのお࿌げから水中より観㡢様をᣠい上げ、観㡢堂を建立したといわれる。文ᨻ13(1830)年
には、ఫ民が所へჃ㢪して㖟ᮐ300目の㈚付をཷけ、堂Ᏹの屋根᭰えや台石取᭰などを行ったグ㘓がある。現在は
ሷ屋西観㡢堂集所にᏳ置されていて⛎仏となっており、ᘏᐆ年間（1673～1681）以㝆の開ᖒグ㘓が残されている。

25 道ᶆ（ሷ屋広道） ● 6 27 ●
赤穂城下町西門から㜿ᘺ㝀堂までを広道というが、広道と村中小道への分ᒱ点に「ྑび䛬ん道」と้まれた道ᶆがあ
る。花ᓵᒾの自然石で高さ約70䟛を測る。

26 ሷ屋村道路ඖᶆ ● 6 ●
江戸時代のሷ屋村所跡に、町村間の㊥㞳を測るための㉳点となる道路ඖᶆが建てられている。

27 新田ᒃ村の道ᶆ ● 6 ●
「ᕥ䚷はま㐢(辺)䚷ྑ䚷䜂せん(備前)䚷道」と้まれる。年代不ヲであるが、ᕥの道を行けばሷ田・に至り、ྑに行けば
大津を経て備前に至ることを示す。

28 ᶒ現の㢟目ሪ ● ●
ᶒ現の三跡の横に「南無ጁ法ⶈ華経」と᪥ⶈ᐀の㢟目が᙮られた石ሪがあり、文ᨻ9(1826)年に⯪渡のጁ寺が建
立したものである。

29 帆坂の㢟目ሪ ● ●
帆坂峠に向かう道筋に「南無ጁ法ⶈ華経」の㢟目が้まれた石ሪがある。᪥ⶈ᐀が盛んであった大津において、ኳ保
2(1831)年に᪥ⶈの550ᅇᚷをグᛕして身ᘏㅮ中によって建立されたものである。

30 ጁ寺開基᪥ᜨ上人ሪ ● 6 ● ጁ寺境内にある。ጁ寺を開基した᪥ᜨ上人の石☃。明治43(1910)年建立。

31
Ⲩ神社石⇠⡲
ዊ納グᛕ☃

● 6 ●
Ⲩ神社（ሷ屋）境内にある。大正13(1924)年建立。

32 ㆙㚝台建設グᛕ☃ ● 6 ● 昭和10(1935)年建立。

33 ┳護፬ṥ⫋౪養ሪ ● ●
明治12(1879)年のコ䝺ラ⚝の後に建てられた村立の㑊病院では、大正ึ期の䝏䝣䝇流行の折に2人の┳護፬がឤᰁし
命をⴠとした。平成3(1991）年に、地域の人々によって石が౪養ሪとして♭られた。

34 コ䝺ラ病Ṛ者౪養☃ ● 6 ● 㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。当時流行したコ䝺ラでஸくなった人々の౪養☃。明治14(1881)年建立。

35 ᛅ㨦☃ ● 6 ●

以Ⰻ⨶山の山頂に大正13(1924)年に建立。ᛅ㨦☃には246人の戦ἐ者が♭られている。☃文の文Ꮠは、旧᪥ᮏᖇ国㌷
東郷平八㑻ඖᖊの᭩である。折方ฟ身の松ᓮఀ織中ᑗが⤫合ඖᖊのᐁを2期勤めた関ಀから᭩をなしたといわれて
いる。

36 岡部氏の ● 6 ●
岡部භᘺኴという源氏のṊᑗが、堂山のイ䝏ブ（㯞の一種）⏿であった戦でṚし、そのᓫりからイ䝏ブが⫱たなくなっ
たとされ、慶応ඖ(1865)年に౪養が建てられた。

37 西山ᚨ治ྩ☃ ● 6 ●

明治6(1873)年に大津村の豪農に生まれ、小学ᰯ中➼科を༞業し㛩谷学ᰯで₎学を学ぶ。༞業後は木生谷ᑜᖖ小学
ᰯでᩍ㠴をとった。後に推されてᖌ⠊学ᰯに進むが病となり、学業༙ばにᖐᏯ、療養の⏥ᩫなく明治27(1894)年22ṓで
ἐ。明治33(1900)年に友人たちが彼のᡯ⬟とᚨ行をᚸび建☃した。

38 ྜྷ村ඛ生之☃ ● 6 ● 大正13(1924)年建立。
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39 Ᏻ部ඛ生☃ ● 6 ●

Ᏻ部ὸྜྷはᏳᨻ4(1857)年新田村生まれ。㝶㮆寺内の学舎で学ぶഐらತྃをႴみ、大ᓥ᐀⩝にᖌ事して源氏流の
ᤄ花のᢏをᴟめ松㡩ᩪと号した。近郷の子ᘵにತྃやㅴ᭤、ᤄ花をᩍえ地域の文化人として活㌍、昭和3(1928)年の
ᅇᚷにあたり、門人が☃を建て㏣ះのពを表した。

40 里正有ᮏ⩝☃ ● 6 ●

有ᮏ新㑻はඖ文2(1737)年大津村生まれ、父新三㑻の後を継䛞庄屋となる。大津村はしばしば᪭㨧の⿕ᐖにあい、こ
れを៧いて帆坂に大池を完成させ、᪭㨧から村をᏲった。仏ᩍのಙ௮ཌくᏳ養寺の建にもᑾຊした。新㑻の行Ⅽ
に村人はᓫᩗのᛕをᝰしまなかったが、⸬බのᚷㅐにふれて身を引き、備前三石に転ᒃし文化9(1812)年ἐ。⩝の100
ᅇᚷにあたり同ᚿが建☃してそのᚨを明らかにした。明治44(1911)年建立。

41
明治三・八年戦役
ถ᪕⚃㈡グᛕᶞ☃

● 6 ●
明治39(1906)年建立。

42 西川ඛ生☃ ● 6 ●

ጁ寺境内にある。西川與三ྜྷは慶応2(1866)年大津村生まれ。明治11(1878)年17ṓのときᜠᖌ小林新ஓとともに西ℿ
小学ᰯᩍဨに採用され、大ᔱ千代㯢・平尾ᮡ松・Ᏻ部ὸྜྷらとᩍቭに立った。明治29(1896)年に木生谷小学ᰯᰯ長を
ᣏ命して子ᘵの⫱成にᑾຊ。明治38(1905)年に病Ẽでᩍ⫋をཤった後、寺子屋を開き、近隣の㟷年のᩍ⫱にᑾくし
た。村の総代や寺の総代、郡議ဨ、村議ဨをṔ௵。大正8(1919)年、58ṓで他⏺。ᖌをះって門下生が昭和
12(1937)年☃を建立した。

43 Ᏹ田平の☃ ● 6 ●
㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。明治9(1876)年、ሷ屋村に入ったἾᲬを㏣った時のയがもとでṚんだᏱ田平の。大
ἾᲬをᤕまえたということで明治10(1877)年に145が子の亀ኴ㑻に下がり、をつくり౪養した。

44 黒田ຊ松ඖᖾඛ生☃ ● 6 ● 㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。ᰂ⾡高木流の十三代ᖌ⠊であり、明治43(1910)年にṚཤ。大正11(1922)年に建立。

45 八木一治㑻ୠ⦼☃ ● 6 ●
㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。昭和25(1950)年、赤穂町ᾘ防ᅋᅋ長であった八木一治㑻が昭和24(1949)年にṥ⫋し
たことをみ、その業⦼を称えて赤穂町ᾘ防ᅋሷ屋分ᅋによって建てられたもの。

46 ⰸⷀྃ☃ ● 6 ● 㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋）境内にある。ᘯ化4(1847)年建立、平成5(1993)年建。

47 ί㡪☃ ● 6 ●
┿光寺境内にある。大正9(1920)年、西播磨◊㡪ᮏᚨ寺のᲙှの指ᑟ者として大きなຊᚨを備えた人物である➨十
世⩏ᕦᖌのᘵ子たちが人に䜂かれ㏣ះの☃を建立。

48 谷口ඛ生☃ ● 6 ● 木生谷の谷口⣠ḟ㑻は池のᆓ流を子ᘵにᩍ⫱した。明治36(1903)年建立。

49 和Ẽ清㯞࿅බ御舟寄松 ● 35 ●
和Ẽ清㯞࿅がᏱబ八幡へ行くとき、この松にᣓり付けて⯪をめ、郷里である和Ẽに立ち寄ったという。（赤穂の昔話）

50 堂山㑇跡ฟ土⦖文土ჾ ● 23 34 ●
現在の山陽自動㌴道赤穂インター䝏䜵ン䝆設置や鉄ሪ建設にకう発᥀ㄪᰝによって、⦖文時代前期（約6,000年前）か
ら⦖文時代ᬌ期（約3,000年前）までのそれぞれの時代の土ჾが多㔞にฟ土している。

51 大林古ቡ⩌ ● 34 ●

ⅲ谷を谷川ἢいにⓏると、ྑ方に横谷が展開し、横谷の奥にハブ池がある。池の北ഃに㏕る山の斜面をさらに東に
Ⓩったところに古ቡが造られている。昭和44(1969)年当時で4基の古ቡが残存。昭和57(1982)年のㄪᰝでは一帯は䝭カ
ン⏿に開発され2号ቡと4号ቡはᾘኻし、南斜面に1号ቡが残存するのみである。

52 ⅲ谷ᕸ目瓦ฟ土地 ● 34 ●

Ꮠⅲ谷の観㡢堂に通じる道の㏵中にᕸ目瓦のฟ土地がある。観㡢堂のᡭ前約100ｍの道路の西ഃに⊃い造成地があ
り、そこから小片2点が採集された。外面にはやや⣽かいᕸ目が施されていて、内面には不つ๎に୪ぶ線文が้まれて
おり、平Ᏻ期のものとされる。

53 ሷ屋築田㑇跡 ● 34 ● ሷ屋川改ಟᕤ事の㝿に⦖文土ჾ片と中世以㝆の木ᵽ2ᮏ➼がฟ土した。

54 ሷ屋㜿ᘺ㝀堂㈅ሯ ● 34 ● 㜿ᘺ㝀堂改ಟの㝿、平Ᏻ～㙊時代の㈅ሯが発見された。

55 高山㑇跡 ● 34 ● ᘺ生時代の土ჾや石ჾが採集されている。

56 大津ฟ口㈅ሯ ● 34 ●
市内の㈅ሯは、堂山㈅ሯを㝖いてい䛪れも小つᶍ。時期としてはฟ土ჾからみてᐊ町時代以㝆にᒓするものと推測さ
れる。

57 堂山㑇跡 ● 5 30 34 ● ●

現在の海岸線から約4㎞北ഃの通称「堂山」と呼ばれる山〈に置し、山陽自動㌴道赤穂インター䝏䜵ン䝆建設や鉄ሪ
建設の㝿に発᥀ㄪᰝが行われた。赤穂インター䝏䜵ン䝆建設地では平Ᏻ時代以㝆のሷ田㑇跡が国でึめて発見さ
れたほか、⦖文時代前期からᬌ期にいたる多㔞の⦖文土ჾや、古ቡ時代以㝆の〇ሷ土ჾなどが多ᩘฟ土した。

58 ᆓ屋敷跡 ● 34 ● ● ൔᗡの跡とఏえられており、周辺にはⱝᖸの平ᆠ地、石ẁ、土ሠ、戸跡と思われるものが残されている。

59 Ⲩ神社(ሷ屋) ● 5 6 30 31 33 ●

創立年᭶は不ヲ。ⓚᴟኳⓚのころ(7世⣖中ごろ)⛙河が⣲ᡆႲᑛを່進し創建したとఏえられる。ᘏᐆ3(1675)年、正
ᚨ5(1715)年、ᐶᨻ12(1800)年の棟ᮐに建・ಟが行われたグ㏙がある。ู称「正面さん」。明治42(1909)年にはⱝᐑ
社・㔠ẝ⨶社・ሷ㔩社を合♭した。境内には市内でẚ㍑的古いᘔ⯪絵馬がዊ納されている。秋祭りに行われるሷ屋Ⲩ
神社屋台行事は市指定文化財。

60 三ᐆⲨ神社(木生谷) ● 6 33 ●
正保ඖ(1644)年に折方村のⲨ神社を່進して創建。祭神は⣲ᡆႲ命。ᣏẊには江戸後期に活㌍した絵ᖌ法橋⩏ಙの
ᅄ十⩏ኈ画ീ図絵馬がᥖげられている。境内に大正8(1919)年に流᭶ᗡから村がㆡりཷけた✄Ⲵ神社を合♭。

61 ᪥ྜྷ神社 ● 5 6 33 ●

戸ᓥ新田の造成によりఫ民が定╔したため、ᢎ応ඖ(1652)年に⸬ὸ野長直が近江の山⋤大ᶒ現ᐑ(᪥ྜྷ大社)を່
ㄳしたのが㉳こり。祭神は大山神・㤶山戸神・⩚山戸神。ᐆỌ7(1710)年に森長直がᮏẊ・ᣏẊ・鳥ᒃ➼の⯆を行っ
た。明治ඖ(1868)年には神仏分㞳௧により「山⋤ᶒ現神社」を᪥ྜྷ神社に改称。境内に✄Ⲵ神社・ኳ満ᐑ・水神社が合
♭されている。

62 森ྜྷ✄Ⲵ神社(大津) ● 6 ●

八幡ᐑの参道の西に、✄Ⲵ神社・㔠ยẚ⨶神社・㘠ケ森神社を♭った一ゅがある。✄Ⲵ神社は明治2(1869)年3᭶15᪥
に່進、一説には明治42(1909)年に合♭されたという。2᭶ึめの༗の᪥にᐑྖ、ᐑ総代、参ᣏ者によって祭礼が行わ
れる。㔠ยẚ⨶神社は山にあったものが昭和56(1981)年に合♭された。㘠ヶ森神社は、水不足にᝎむ村人が、水神
を♭る千種町の㘠ケ森神社から分㟋を່進したものとఏわる。また、ここにはかつて和Ẽ清㯞࿅が⯪を⧅いだというఏ
ᢎのある松の大木があり、現在⚆の中にษりᰴが残されている。

63 八幡神社(大津) ● 6 32 33 ●

和Ẽ清㯞࿅が豊前のᏱబ八幡ᐑからのᖐ路に寄 し、八幡神を່進したのが始まりとఏえる。社Ẋはኳ正年間(1573
～1592)にᏱ႐多秀家の㌷ໃが㥔ᒡした㝿にすべて↝ኻし、その後明ᬺ2(1656)年にᮏẊ建。⸆ᖌ堂内にあった(現
在はṔྐ༤物館寄ク)2体の木造⸃立ീは平Ᏻ時代後期のస風をみせ、市指定文化財となっている。鳥ᒃはா保
20(1735)年の㖭があり、坂㉺の生ᓥ、西有年の大㑊神社にḟいで古いもの。

64 㘠ケ森神社(大津) ● 6 ●
水不足にᝎむ村人が、水神を♭る千種町の㘠ケ森神社から分㟋を່進したものとఏわる。᪭㨧時には、ここで㞵ஒいの
神事が行われた。参ຍ者に㣩。ういとたしいஒ㞵でဨ、い⯙るを

65 ⱝᐑ神社跡 ● 6 ●
ዉⰋⱝᐑ神社の分㟋を່ㄳして♭られていたが、明治42(1909)年に境内神社に合♭。神社のあった頃、7᭶15᪥に行
われていた祭礼には道路ἢいに㟢ᗑが୪び、ຊ相᧞も行われて大いに㈰わったという。

66 ┿光寺 ● 5 6 ●
ί土┿᐀西ᮏ㢪寺ὴにᒓし、ൔ善明が創建。Ọ正3(1506)年、西有年のභ道山㐢↷院よりこの地に移ったとされる。山
号は㐢↷山。山門(東表門)は立ὴな㞝龍㞤龍の᙮り物のあるᅄ⬮門。

67 ⶈ岳寺 ● 6 ●
「岡山最上✄Ⲵ神社赤穂支所」として建立。ᱜ対の麓のᏐ奥田は、播磨国大క宿⚇がハブ山を開発した㝿にᱜ谷の
奥も開ቧしたため、奥田と呼ばれるようになり、ሷ屋で最も古い田とఏわる。山号はᱜጁ山。

68 光ί寺 ● 5 6 ●

ᖸ拓により、慶Ᏻ3(1650)年に新田ᒃ村、明ᬺ3(1657)年に㌺家、ᐶ文5(1665)年に十㌺家と㌺家ができ寺が創建
された。ா保21(1736)年に⚟寺(ί土┿᐀)に㢪いฟて、⸬ᗇのチྍをᚓた翌ඖ文2(1737)年、⚟寺の寺家であった
光ί寺を移したのが㉳こり。山号は戸ᔱ山。寺ではᐶᨻ年間頃(1789～1801年)に、新田村をసった⸬、ὸ野長直・長
友・長▴の木ീをసってᏳ置し、以᮶長直の命᪥である毎年8᭶24᪥に「たくみさん」という法せがႠまれている。

69 ጁ寺 ● 6 ●

文亀2(1502)年に備前国ᾆఀ部のൔ᪥្上人が、大津の法華垣内に法華道場を開設したのが始まりとゝわれる。ᐶỌ
17(1640)年に赤穂城下に移転、その後⸬ὸ野長友が生ẕのᥦ寺として大改ಟし、寺号を高光寺と改めた。この時
ጁ寺の寺号を残すため、大津の⯪渡に寺を⯆して現在に至っている。山号はၨ運山。寺には江戸時代に赤穂⸬
が立ち寄ったことをグしたグ㘓が残されている。

70 Ᏻ養寺 ● 6 ●

Ᏻ養寺は大治ඖ(1126)年に大和国南河内郡ኳ見村のᚓⶈ院乗が、西国ಟ行の㏵中に立ち寄り草ᗡを結んだのが
始まりという。当ึは┿ゝ᐀で、ί土┿᐀の流ᕸにకい、ඖ⚘8(1695)年に改᐀。大津八幡ᐑの神ᐑ寺としてຍ㈡ⲯに
あったが、改᐀にకい現在地に移転。山号は⣸㞼山。ኳ明8(1788)年にᮏ堂↝ኻ、ᐶᨻ6(1794)年に⯆し現在に至
る

71 ᑓ法寺 ● 6 29 ●

ᐆᬺ6(1756)年に赤穂ู院ጁ慶寺の支ᆓとして、仏ീを東ᮏ㢪寺から下付されて現在の木生谷集所のあたりに開基
したί土┿᐀の寺院。文化2(1805)年に東ᮏ㢪寺よりᑓ法寺の寺号をཷけた。明治11(1878)年にጁ慶寺のᮎ寺として⊂
立。大正3(1914)年現在地に寺ᆓを移した。山号は₯龍山。平成4(1992)年大改ಟを行い現在に至る。

72 ᒾ屋寺跡（⸆ᖌ寺跡） ● 29 34 ● ●
土ሠによってᅖまれた5間ᅄ方の♏石が残る。周辺から平Ᏻ時代頃の㡲ᜨჾ᳐がฟ土している。ຍ里屋新町にあった
長Ᏻ寺の前身であったとఏえられている。

73 大ឿᗡ跡 ● 6 ●
花岳寺のᮎ寺として正ᚨ5（1715）年建立された。境内は20間ᅄ方であったが、昭和10（1935）年頃、無ఫとなる。現在境
内は県道となり、当時の戸が現存する。
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74
西の御大ᖌさん
（大ᖌ堂）

● 5 6 35 ●

以前はⅣ屋台に♭られており、ሷ業にᚑ事するሷ屋の人々のಙ௮と集いの場であったといわれる。昭和32(1957)年に
現在のᱜ谷に移設。建物⪁ᮙ化のため昭和60(1985)年に改築。
ᮏᑛは、自然石にᾋ᙮が施された60㼏㼙⛬度の大ᖌീ。大正時代に流行病でஸくなった人々への౪養のための観㡢ീ
1体と大ᖌീ2体がᏳ置されており、自然石に༙⫗᙮りの地ⶶ、「ばん」とグ㍕のある༙⫗᙮りのᘯ法大ᖌീ、「十一
ばん」とグ㍕のある観㡢⸃ീ、大正9（1920）年造立のᘯ法大ᖌീがᏳ置されている。毎᭶1.15.21᪥には御ャḷがャ
ၐされる。
ᱜ谷のㇷ（むじな）が人をだまそうとする㐓話がある。（赤穂の昔話）

75 㜿ᘺ㝀堂（ሷ屋） ● 6 ●
⦕㉳には、ྜྷ2（1442）年、西有年のභ道山㐢↷院より移ったとグされている。ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。ᮏ堂改築の㝿、平
Ᏻ時代～㙊時代の㈅ሯが☜ㄆされている。

76 流᭶ᗡ ● 6 ●

新田村にあった⚙᐀の草ᗡが廃寺となっていたのを、正ᚨඖ(1711)年に木生谷ฟ身の新田の大庄屋、三Ꮿᨻ清が現
在地に移したのが始まり。昭和54(1979)年のᗡἐ後、仏ീ・仏ල➼は北野中の⯆⚟寺の⟶⌮となる。観㡢堂には、観
㡢⸃・ᘯ法大ᖌ・地ⶶ⸃がᏳ置され、播ᕞ赤穂坂内33ケ所㟋場の21␒ᮐ所。ᗡの裏ᗞにはᏳ⚈ឿ✜ẚୣᑽや三
Ꮿ氏のなどがある。

77 横谷ఫᒃ跡 ● 5 ●

『播ᕞ赤穂郡ᚿ』に「ሷ屋村㫮谷よりฟ村ஓ。㫮谷は正面Ⲩ神山の後、横谷⁀池の谷なり。」とグされており、ሷ屋村の
㉳こりが⫼面山ሢの合間にある横谷の地であったとఏえられている。現在は、石垣や戸の石組➼の㑇ᵓが残るのみ
であるが、大正時代まで人々が生活していた。

78 戸ᓥ用水 ● 6 27 28 ● ●

正保2(1645)年、赤穂に入ᑒしたὸ野長直は、城や城下町の整備とともに新田開発を積ᴟ的に行った。慶Ᏻ2(1649)年
には「戸ᓥ⁁」を᥀๐し、翌年に戸ᓥ新田村を成立させた。この用水は旧赤穂上水道のᑟ水路を活用し184町95
␇(185ha)の℺₅用水として、また新田ᒃ村地区の生活用水としても利用され、現在も農業用水として役目をはたしてい
る。大正2(1913)年からは㮁和地区にも㏦水している。

79 戸ᓥ新田 ● 27 ●
正保2(1645)年、赤穂に入ᑒしたὸ野長直は、城や城下町の整備とともに新田開発を積ᴟ的に行い、慶Ᏻ2(1649)年に
は「戸ᓥ⁁」を᥀๐して、184町95␇(185ha)の戸ᓥ新田を開発した。

80 西ሷ田跡地 ● 5 6 30 ●

古代から〇ሷが行われていたሷ屋では、近世になり池田時代～ὸ野時代～森時代とሷ田開拓を行った。尾ᓮ地区・御
ᓮ地区の東ሷ田に対して、ሷ屋地区は西ሷ田と呼ばれ、ᐆỌ3(1706)年で95町28␇ほどあったとされ、西での
平ᆒ生⏘高は約10石と推定されている。西はとして┿ሷと称する上方向けの上㉁ሷを生⏘し、大坂市場をᚓព
ඛとしていた。

81
ᰘ原ᮏ家（野屋）
屋敷跡

● 5 6 30 ●

ᰘ原家は尾ᓮ村よりඖ和6(1620)年に移ఫ。赤穂ᒅ指のሷ田地・豪ၟとなり、赤穂⸬(森家時代)のⶶඖ役、ሷ屋村大
庄屋を務めた。文化年間(1804～1818)には田⏿23町余(約23ha)、ሷ田28町余(約28ha)、屋敷31␇余(約3100㎡)、大
坂屋敷3㌺その他、ᩘえきれない⛬の家を所有していたが、近代にἐⴠした。

82 寺田家ఫᏯ ● 5 ●

寺田家は西ሷ田の有ຊ地の一つ。「ᚿ保屋（しほや）」の屋号でሷၥ屋をႠんだ。旧備前街道に面した㑰Ꮿはẕ
屋、㞳れ、Ⲕᐊ、ⶶなど9棟からなり、 木造པ子階建ての屋は、通りに面した上階部分が江戸時代中期の建築とい
われ虫⡲❆が≉ᚩ。敷地北西のⲔᐊ「ⶇᗡ」は⸭内流を㇟ᚩする「⇩ᗡ」をᛅ実にしている。地域のまちなみに㔜せ
な役をᯝたしているとして、兵庫県景観形成㔜せ建築物に赤穂市でึめて指定された。

83 ሷ屋村所跡 ● 5 6 ● 江戸時代に、ሷ屋役人のワ所として使用されていた。⬥にはሷ屋村道路ඖᶆがある。

84
新田組大庄屋
三Ꮿ家の屋敷跡

● ●
三Ꮿཪ兵⾨清㈆が㈆ா3(1686)年に木生谷よりฟてこの地にᒃをᵓえて以᮶、廃⸬置県まで9代約200年もの間、大庄
屋三Ꮿ家の屋敷があった。

85 西門跡 ● 6 27 ●
備前街道より赤穂城下へ入る西の門であり、ᯠ形が築かれ␒所が配置されていた。その門の一部は、明治4(1871)年
に花岳寺ఫ⫋⌛和ᑦが㈙収後花岳寺の山門として移築し、平成ඖ年(1988)に市指定文化財となっている。

86 木戸の口跡 ● 6 ●
江戸時代には、ሷ屋村へฟ入りする木戸門があったとゝわれ、治Ᏻ⥔ᣢのためにฟ入りする者を見張っていた場所で
ある。

87
ሷ◪ⶶ跡・
ሷ◪ⶶ␒小屋

● ●

森時代、鉄◙のⅆ⸆をసるሷ◪ⶶ(ⅆ⸆庫)が建てられていた。はたきⶶといわれる瓦葺4間2間(約8㽢4ｍ)のస業ⶶと瓦
葺3間2間(6㽢4ｍ)のⅆ⸆庫が建てられ、その上にはⅆ事に備えて池が造られていた。また現在は高さ約2ｍの石垣上
にᖜ約30ｍ、奥行き約15ｍの平地だけが残っている。ⶶの上ᡭと下ᡭには⸕葺の␒小屋が置かれていたが、現在は農
家の納屋となって1㌺残るのみである。

88 ฟ口のᗏฟ跡 ● 6 ●
ኳ保時代(1820～1840年)のᮎ期、大津村庄屋の田⦾治はฟ口地区をᖸばつからᩆうため、⚾財をᢞじて地下にᗏ
ሖを造り、అ流水をここから放流した。

89 長尾の池跡 ● 35 ●
かつて27ｍ㽢29ｍの池があり、近くのฎฮ場でᡴちⴠとされた㤳をὙったため池の水は赤を帯び、᪥に7度もⰍをኚ
えたので「Ⰽの池」と呼ばれた。またௐウがあり池の中へⱝ者が㏉りウちにされたことから「うらみの池」のู名がある。

90 ⶑ場跡 ● 5 30 ●
西ሷ田の水尾にあり、₻の満ち引きを利用してここにሷᘔ⯪を⯪させ、⯪ᗏについた㈅を↝いてᤲ㝖した。現在の
䝗ック（⯪Ὼ）のような役をᯝたした。

91 かんにん橋 ● ●

石橋のഃ面の一方には「ሓᚸ橋」、もう一方には「かんにんばし」と้まれている。正᭶屋とゝわれる大家が⾶㏥したが、
㏫境に⪏えて「ሓᚸ、かんにん」とാき、家を⯆させたという話が残る。小橋川に架けられていたが、道路ᕤ事の㝿、
現在地に移された。

92 ⯪渡橋 ● 6 36 ● 大津川にかかる橋の一つで、古᮶はこのあたりまで海岸線が㏕っていたといわれている。

93 小橋川のὙい場の石 ● 6 ●

旧ሷ屋村の北辺には、近代上水道が設置されるまで戸ᓥ用水から引いた小橋川に、長さ約30ｍにわたる石造りのὙい
場があった。上流から㡰に、水Ữみ場・⡿や野⳯のὙい場・Ὑ℆場・おしめὙい場・∵馬Ὑい場が୪んでいたといわれ
る。小橋川がᬯῺとなる㝿に、現在地に移された。

94 㔠時さんの足跡 ● 35 ●
「㔠時さんは、小㇋ᓥから海を㊴び㉺え、片足はこの石の上に、もう一方の片足は高山についた。」と昔話はㄒる。（赤
穂の昔話）

95
おんびきᒾ（上）・
∵ᒾ（下）

● 35 ●
道の上ഃにガマガ䜶ルの形をした「おんびきᒾ」、道の下ഃに「∵ᒾ」と呼ばれるᕧ石があり、ሷ屋にఏわる昔話に「௰
のよい三つのᒾ」のつとしてㄒりつがれている。（赤穂の昔話）

96 お㚝石 ● 35 ●
50ｍⓏった䝭カン⏿にある。ሷ屋にఏわる昔話「௰のよい三つのᒾ」の一つ。分・秋分の᪥には尾形にある「オン䝡キ
ᒾ」から┿東となるこの石の上から᪥が᪼るという。（赤穂の昔話）

97 げんじ䜗のᒾ ● 2 35 ●

ሷ屋のⲨ神社の裏山にあり、高さ約2.5ｍを測る花ᓵᒾ。矢✰が✸たれており、赤穂城築城にకう石ษりとの関㐃も指
される。上方には「げんじ䜗の台」と呼ばれる見ᬕらしのⰋい場所がある。げんじ䜗の台は、昔話「おఀໃまいり」にⓏ場す
る。（赤穂の昔話）

98 八␚敷 ● 35 ●

ሷ屋の横谷から木津・┿Ẋの方に⧅がる山道には、㔠⋢⿄を八␚くらいまで広げて旅人をくう化け物がฟたという。し
かしある時ついに㏥治され、その正体は大きな古⊇であったという昔話がఏえられており、この昔話の⯙台となった横谷
にある大ᒾを「八␚敷き」と呼びならわしている。（赤穂の昔話）

99 おも石（石） ● ●
横谷の谷を流れる川の中に家のように大きなᒾがあり、川のであるとఏえられ「石」としてぶしまれてきた。石と
八␚敷きがある横谷の谷は、山道がⲨれているため、現在は᥈ゼがᅔ難。

100 三ᮏ松 ● ● ●
明治25(1892)年の洪水の㝿、現在地付近で3ᮏの松のᰴが見つかった。昭和63（1988）年には河川改ಟᕤ事の㉳点に
グᛕ☃とともに松が植えられた。

101
㔜の石垣
（Ⲩ神の◓跡）

● ●

西方の大津、南方の瀬戸内海、東方の尾ᓮが見渡せる小ᏐⲨ神の山頂付近に㔜の石垣が見られる。現在見られ
る石垣は∾場開拓の㝿に積まれたものであるが、『播磨㚷』にグ㏙された昔の◓跡をംばせるものである。ሷ屋の山中
に戦国時代の山城が存在したのかもしれない。現在は⚾有地のため立ち入ることはできない。

102 猪垣(大津) ● 6 ● 大津の備前街道にἢって造られ、農స物や人家を猪の⿕ᐖから防いでいた。

103 木生谷の猪垣 ● 6 ●
いつ頃造られたかはよくわからないが、木生谷集ⴠをᅖむように石垣が造られ、人家や農స物を猪の⿕ᐖから防いでい
た。

104 西ℿ小学ᰯ跡 ● ●
明治5(1872)年に学ไが発ᕸされ、新田以西の5カ村内に6ᰯの小学ᰯが開ᰯしたが、明治9(1876)年には6ᰯが合ేし
て西ℿ小学ᰯが開ᰯされた。明治36(1891)年には木生谷ᑜᖖ小学ᰯに移転した。

105 赤穂実科ዪ学ᰯ発⚈地 ● ●
明治45(1912)年、ሷ屋村他5カ町村の組合立赤穂実科ዪ学ᰯが創立され、ጼのዪ学生が通っていた。当ึሷ屋ᑜ
ᖖ小学ᰯが置かれ、ḟに赤穂実科ዪ学ᰯ、ሷ屋村役場、ሷ屋保⫱所となり、現在はබ園及び屋台᱁納庫となってい
る

106 木生谷ᑜᖖ小学ᰯ跡 ● ●
明治9(1876）)年に新田以西5部ⴠ6ᰯが合ేして西ℿ小学ᰯが開ᰯされたが、明治36(1891)年にはこの地に移転され、
木生谷ᑜᖖ小学ᰯとなった。

107 海食ᓴ跡 ● ●

Ⲩ前から神保にかけての田地の中に、北西方向に高పᕪ1ｍ⛬度の小ᓴが続いている。地表下1～1.2ｍ以下が海成と
みられる◁ᒙとなっていること、近くの堂山、田ⱱに海成とみられるሁ積物があることから、この小ᓴは⦖文時代の海食
ᓴ(海岸線)と考えられている。

108 旧備前街道 ● 6 27 ●
備前街道は、赤穂城下から新田を経て、⯪渡から大津川ྑ岸の山㝿を通って帆坂峠に続いていた。現在、大津川と山
麓の間にその跡を見ることができる。

109 帆坂峠 ● 6 27 32 ● 兵庫県と岡山県の県境にあり、大津川の源流となっている。
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110 以Ⰻ⨶山 ● 6 ●

古くから「イララ山」と呼ばれる。古代のᮅ㩭ㄒで「ラ」は津・ のពがあり「ララ」は津渡、イは場所のពで、イララは
津を渡る場所のពとなるため、渡᮶人による命名ではないかと考えられている。山頂に大正13(1924)年にሷ屋村在郷㌷
人によって建てられたᛅ㨦☃があり、戦ἐ者246名の㟋を♭る。昭和27(1952)年、昭和44(1969)年に設置された2基の
⥭急用上水貯水タンクは役目をᯝたし平成19(2007)年に᧔ཤ。山一帯は昭和45(1970)年に風⮴地区に指定された。

111 黒鉄山 ● 6 35 ●

大津地区の北ഃにそびえる黒鉄山はᶆ高430.9ｍを誇る。頂上からは北は中国山⬦、南はῐ路ᓥ・ᅄ国が望める。➨
ḟ世⏺大戦までは山麓で㖡㖔石の採᥀が行われていた。大正時代ึ期頃まで、᪭ばつ時には㝆㞵の♳りをこめて
村人総ฟで山頂にう䛪高く積み上げた⸄をいて㞵ஒいを行った。氏神様をᓫめなかった大津へのኳ⨩に関わる昔話
がある。（赤穂の昔話）

112 高山 ● 6 ●

ᶆ高約299ｍを測る。旧ሷ屋村の北ഃの山々の中で一␒高い山である。山腹には赤穂市の「赤」Ꮠが、ウバ䝯ガシとシイ
によって昭和47(1972)年にᾋ᙮植ᶞされている。下方にはかつて石⢊採取地があった。以前は⡿を⢭⡿するため、農
家の人々がここでよく石⢊を採っていたとఏわる。ᘺ生土ჾや石㙨、㡲ᜨჾが採集されている。

113 大津川 ● 6 ●

大津川水⣔は、源を兵庫県・岡山県県境の帆坂峠に発して、大津ኚに西南らか東南をれ流し流合と川現ᶒ、川内ノ
え、さらに折方川合流点で南へኚえ、ሷ屋川と合流した後、播磨ℿにὀぐ⣭河川である。昭和51（1976）年に面改
ಟされた。

114 ሷ屋川 ● 6 ●
昭和51（1976）年の台風⿕ᐖの旧のため、昭和57（1982）年に⣭河川として改ಟ完成した。改ಟは長さ2,470ｍ、橋
ᱱ10橋に及んだ。ᕤ事の㉳点場所には昭和63（1988）年に三ᮏ松の☃が建立された。

115 横谷の谷 ● 35 ●
横谷はሷ屋でも最も古く人々のᒃఫ地であったところで、山道は木津・┿Ẋへ続いている。谷の中には「八␚敷」と呼
ばれる広いᒾ場があり、⊇にまつわる昔話がある。（赤穂の昔話）

116 ᶒ現池 ● 6 ●

水不足が深้であった大津は℺₅用のため池が多く造られ、ᶒ現池は中でもつᶍの大きいものである。ᶒ現池はኳ保
年間(1830～1844)に当時の庄屋の資㔠をᚓて╔ᕤ、その後赤穂⸬がỴቯ防Ṇのための大ᕤ事を行い、約10町歩の田
の水源として利用された。昭和18～19(1943～1944)年にሐ防を高く改ಟ、昭和49(1974)年に余水ྤの改ಟを行い、平
成13～14(2001～2002)年度にሐ防➼の改ಟを行って現在に至る。

117 帆坂池 ● 6 35 ●

県境のある帆坂峠近くにあり、開๐時期は不明。国的に大㣚㤡の続いたኳ明年間(1781～1789)に当時の庄屋、有ᮏ
新㑻が中心となり大改ಟを行ったことが明らかとなっている。このᕤ事でのฟ㈝がかさんだため年㈉がり、新㑻は
㡿外㏣放となって三石でἐしたという話がఏわる。昭和24(1949)年にሐ防がỴቯして大津に水ᐖをもたらし大改ಟが行
われた。平成8～10(1996～1998)年度にかけてሐ防・放水設備➼の改ಟが行われている。北田・南田・ฟ口・奥・中開地
➼に水を౪給している。帆坂池の大⺬が赤穂⸬をだました㐓話がある。（赤穂の昔話）

118 池内の ● 6 36 ●

黒鉄山東麓に置し、大津のため池の中で最大。開๐時期は不明だが、江戸時代中期には᪤にあったと推測される。
文化4(1807)年にሐ防がỴቯし、Ṛ者1名をฟしたことがグ㘓に残る。昭和30年代にሐ防の⿵強・大改ಟを行い、昭和
63(1998)年度から平成3(1991)年度にかけて余水ྤ、放水設備の改ಟを行った。長坂・奥・ク䝪リ・䝇ク䝰ሯ・中開地・ຍ
㈡ⲯの各地区の田に水を౪給。この池の水は⥳Ⰽをしており、戦前まで近くに㖡㖔山があったため、㖡㖔石のᙳ㡪で
はないかといわれている。

119 ハブ池 ● 5 6 31 ● 小Ἴᕸ川の水源となる池。

120 西の谷池 ● 6 ● 木生谷のⲨ神社裏に築かれた池。

121 ሷ屋東屋台ⶶ ● 5 33 ● ● ሷ屋Ⲩ神社の秋祭りで使用される屋台が収納されたⶶ。ሷ屋Ⲩ神社屋台行事は市指定文化財。

122 ሷ屋西屋台ⶶ ● 5 33 ● ● ሷ屋Ⲩ神社の秋祭りで使用される屋台が収納されたⶶ。ሷ屋Ⲩ神社屋台行事は市指定文化財。

123 旧ሷ屋村(ሷ屋) ● 30 32 36 ●

地名。古代は海₻のᖸ満の地であった。後⫼山地には⦖文時代以㝆の㑇跡が点在する。8世⣖中ごろに、ハブ谷周辺
と思われるあたりが、東大寺㡿のሷ山であった。横谷のお㚝石・Ⲩ神あたりのఫ民が〇ሷのため山麓や海岸部に移り₻
家にఫみ始めたのがሷ屋村の㉳源という。

124 山陽自動㌴道 ● 6 27 ●
兵庫県神戸市北区を㉳点に、岡山県、広ᓥ県を経由して山口県山口市へ、および山口県Ᏹ部市から同県下関市へ至
る高速道路。

125
山陽自動㌴道
赤穂インター䝏䜵ン䝆

● 6 27 ●
山陽自動㌴道の入り口で、敷設にకって兵庫県ᩍ⫱ጤဨによる堂山㑇跡の発᥀ㄪᰝが実施され、⦖文時代以᮶の
Ṕྐが明らかとなっている。

126 山陽新ᖿ線 ● 6 27 ●
新大㜰駅から༤多駅を結ぶ。昭和42(1967)年3᭶16᪥、赤穂市で山陽新ᖿ線「新大㜰 ～岡山間」の㉳ᕤᘧが行われ
た。

127 ＪＲ赤穂線 ● 6 27 ●
播ᕞ赤穂～東岡山までの路線。昭和26(1951)年に国鉄相生～播ᕞ赤穂間が開業。昭和30(1955)年に播ᕞ赤穂～᪥生
間がᘏఙ開業。

128 赤穂䝢クニックබ園 ● ●

高山にあり、∾場として使用されていたୣ㝠地を利用して、市街地から瀬戸内海にかけての展望、ᅄ季折々の花や実、
紅葉が楽しめるබ園として、平成12(2000)年にオープン。広場や野外䝇䝔ー䝆があり、林間ᩓ策道や百花園(赤穂の森)
には赤穂を代表する植物をに、㨯ᚿೖ人ఏ、葉、生ᓥᶞ林の植物᥈⣴コー䝇が設けられている。

129 䜾リーン䝧ルト ● 5 ●
ሷ田跡のᕤ業地帯とఫᏯ地域との間のබᐖ⦆⾪⥳地事業としてつくられた、総ᘏ長4㼗㼙の⥳地帯。昭和43(1968)年に
╔ᡭ、昭和52(1977)年4᭶にᕤ事完成。

130 ሷ屋Ⲩ神社屋台行事 ◎ 5 33 ●

10᭶25᪥に最も近い土᪥に開ദされるሷ屋Ⲩ神社の秋祭で、東西2地区の大屋台のほか多ᩘの子౪屋台➼がⓏ場
し、㏵ษれることなくှわれるఀໃ㡢頭を⫼景として練りやᕪし上げが行われる。 明治に㐳るṔྐをもち、文化財的౯
್がある屋台➼を⥔ᣢしている点で、市の無形民俗文化財に指定された。

131 ᐑ大ᕤのᢏ⾡ ◎
ᐑ大ᕤは近世以㝆家大ᕤと分㞳して社寺ᑓ門大ᕤとなり、さらに文化財城郭建築などの改ಟもཷけᣢつようになった。
ఏ⤫的なᢏ法をᚓしている和田㈆一氏を㑅定保存ᢏ⾡保ᣢ者として㑅定している。

132 石ሷ生Ⲯ(赤穂Ⲯ) ● 5 30 31 ●
〇ሷに関するⲮ園の名前。大治5(1130)年には東大寺が「石ሷ生Ⲯ」として50町9172歩、ሷ山60町を保有していたと
グ㘓されている。ோ平3(1153)年頃には、石ሷ生Ⲯが「赤穂庄」と呼ばれ始めたらしい。

133 භ百目 ● 36 ●
地名。昔からの度㔜なる水ᐖにより、肥沃な土が1(約3ｍ)⛬度ሁ積したため、1に600ໜ(භ百目)もฟさないと㈙えな
いほど್ᡴちのある上田になったとのபわれがある。

134 መ生山 ● 5 30 31 ●
「ハブ䝲マ」とㄞみ、ኳ平ᐆ8(756)年の古グ㘓によるとመ生山(ሷ山)30余町が東大寺に施入されている。ሷ山は〇ሷ
のᮦ料となる⸄をఆ採する山。

135 大津 ● 6 27 32 36 ● ●
地名。古代にこのあたりは海で、大津は広い のព。帆坂から大津‴(Ⲩ前あたり)に入った舟帆を眺められたという。
大津千㌺ツの口☃がఏえられるのは 町として栄えたことを表す。

136 木生谷 ● 32 ● ●
地名。いわれは不明。『赤穂郡ㄅ』には⸃ᦶのᾉኈが木生谷に㞃᳇したとき、折方のఫ人が7戸移ఫして、木生谷に村
ができたというが、ヲ⣽は不明。

137 ⯪渡 ● 6 27 36 ● ● 地名。その名の示す通り、⯪が通った場所が地名となったものと推測される。

138 新田 ● 32 36 ● ●
地名。大津川河口に置し、もとは沢や古であったが、正保2(1645)年、赤穂⸬ὸ野長直が入ᑒの翌年から20年
をかけて新田地100余町歩を開拓して成立した土地。そのため၏一の山なし村であった。

139 ㌺家 ● 36 ● 地名。治3(1660)年に5㌺の入植があったことによる。

140 ㌺家 ● 36 ● 地名。ᐶ文5年(1665)年に入植した家ᩘによる。

141 十㌺家 ● 36 ● 地名。ᐶ文5年(1665)年に入植した家ᩘによる。

142 ⱝᐑ ● 36 ● 地名。ி㒔ⱝᐑ神社の分㟋を♭った。明治42(1909)年にⲨ神社へ合♭。

143 片 ● 36 ● 地名。ሷ田跡地。

144 西ヒ䝆リコ ● 35 ● 地名。石ᕤが西ヒ䝆リコの石山に砕石にฟかけ、大⺬を㏥治する昔話がある。（赤穂の昔話）




